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 本研究の目的は、若年女性の地域間人口移動の特徴を、3 つのコーホート（1980 年代後

半生まれ、1990 年代前半生まれ、1990 年代後半生まれ）に着目して都道府県レベルで明

らかにすることである。本研究では、2000 年～2020 年の国勢調査データを用い、各コー

ホートごとに 10～14 歳時点の人口に 10 年間の都道府県別生残率を乗じて得られる封鎖人

口と、20～24 歳時点の実績値を比較することで、＜実績値／封鎖人口－1＞を「コーホー

ト純流出入率」として算出した。 

 分析の結果、まず大都市圏では 2010 年・2015 年・2020 年の 3 時点で若年女性の流入幅

が顕著に拡大していた。特に東京都、神奈川県、大阪府、千葉県、埼玉県、福岡県、宮城

県では流入超過が継続し、近年さらに拡大する傾向がみられた。一方、秋田県、青森県、

岩手県、岐阜県、大分県などでは流出幅が拡大しており、若年女性の減少が加速している

ことが示された。これに対し、北海道、栃木県、群馬県、富山県、石川県、鳥取県、島根

県、広島県、山口県、香川県、高知県、佐賀県、熊本県、沖縄県などでは流出幅が縮小し

ており、若年女性の流出構造が一定程度緩和されていると考えられ、若年女性の流出入傾

向には地域差が拡大していることが明らかとなった。 

 また、2020 年に 20～24 歳であった 1990 年代後半生まれコーホートの男女差に着目する

と、北海道、東北、北陸、甲信、山陰、四国など多くの地域で女性の流出率が男性を上回

っていたのに対し、兵庫県、奈良県、和歌山県、岡山県、佐賀県、長崎県、熊本県、宮崎

県、鹿児島県では男性の流出が相対的に大きく、地域ごとに異なる人口動態の構造が存在

することが明らかになった。 

 本研究の意義は、封鎖人口を基準とする「コーホート純流出入率」により、若年女性の

流出入の動向を標準化し、同一基準でコーホート間・都道府県間比較を可能にした点にあ

る。これにより、前年との実数増減に基づく短期的な評価から離れ、世代固有の移動パタ

ーンや地域特性に根差した構造的な移動傾向を把握できるようになり、今後の地域政策や

人口減少対策を検討する際の基礎的知見となることが期待される。 

 


